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美麻地区綱引き大会では、「小さい

子どもチームvs大きい子どもチーム」

のエキシビションマッチが行われまし

た。保育園児を中心とした「小さい子

どもチーム」は小学生を中心とした

「大きい子どもチーム」に果敢に挑み、

大声援の中、見事に勝利しました。

この大会は、昭和５０年代から３０

年以上続く歴史のあるスポーツ大会で

す。当時、関わった方にお話を伺うと、

公式審判員を招いて講習会を開催する

など、準備に大変な苦労をされたとの

ことでした。他のスポーツ大会が年々

縮小して行く中でも、チーム全員が力

を合わせるという、美麻地区の住民性

に合っていることが、長く続いている

理由かもしれません。
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美麻地区綱引き大会は、３月５日（日）ト

レーニングセンターにおいて行われ男子７チー

ム・女子３チーム・混合５チームが参加して

熱戦が繰り広げられました。

当日は好天に恵まれ春を思わせる陽気でし

た。そのせいかどの試合も白熱し、一本の綱

が揺れるたびに一喜一憂、応援の声が大きく

なっていました。力尽きあと３０㎝が引けず

に涙をのんだチームには健闘を称え会場から

大きな拍手が起きていました。

試合は選手体重が重いだけでは無いチーム

ワークの勝った二重分館が全部門見事に優勝

しました。

最後に青木大会長の機転で子ども達だけの

即席チームで綱引きを行いましたが可愛い子

ども達の綱引きのほほえましい姿に会場が最

後まで盛りあがり楽しい大会となりました。

【競技結果】

男子の部 優 勝：二重ベアーズ

準優勝：青具親友会

第３位：青具藤友会

第４位：千見全開パワーズ

女子の部 優 勝：二重レディース

準優勝：青具べっぴん連

第３位：大 塩

混合の部 優 勝：尼子山

準優勝：青具ファイターズ

第３位：新 行

第４位：大 塩

美麻地区

綱引き大会開催

爺ガ岳スキー場で２月１９日に開催された

大町市スキー大会で美麻地区が総合優勝。

選手の皆さん、おめでとうございます。

総合成績（得点）
優勝：美麻（63）、
２位：湖端（50）、３位：八坂（29）、
４位：大原町（28）、５位：松崎（24）
６位：神栄町（18）

平成２８年度大町市市民スポーツ祭冬季大会

美麻地区が総合優勝



今年もしらかば保育園のお友達がそり

遊びにやってきました。

２月１日に、みあさ保育園の子ども達

も、手作りのフラッグを飾ってお出迎え

です。お尻で滑る「ペンギンコース」、

少し緩い斜面の「ら

いちょうコース」、

学校側からの大斜面

「カモシカコース」

とバラエティ豊かな

コースで思い切り遊

びました。大人数に

圧倒されていたみあ

さの子ども達も、一

緒に遊ぶうちに言葉

を交わしながら親し

んでいき、たくさん

のお友達と関わる貴

重な機会となりまし

た。

「スキー場より楽しい！」というしら

かばの子ども達の感想に、こんなに恵ま

れた環境で雪遊びができることに「みあ

さの子ども達は幸せだなあ」と実感しま

した。

本日開店！お店ごっこ

「お店ごっこでアメ屋さんやるんだ！」

「ぼくおもちゃ屋さん！」と品物を作って

楽しみにしていた子ども達。去年に引き続

き一年生が２月１６日のお店ごっこに来る

と聞き、「いつ来るの？」「早く来てほし

いなあ」と待ちきれない様子。一年生も楽

しみに待っていてくれ、お店を見て「すごー

い」「何買おうかなあ？」とワクワクして

いました。保育園の子ども達も、いつもと

違って大勢のお客さんがきてくれたので、

「いらっしゃいませー！」と張り切って接

客をしていて、良い交流になりました。

「品物が上手に作ってあってすごかった」

「ゲームが面白かった」と一年生の感想を

もらい、保育園の子ども達もニコニコでし

た。一年生は保育園でそり遊びも楽しみ、

充実した一日だったようです。

みあさ保育園・しらかば保育園

そり遊びで交流

今年の訪問に向けて、メンドシーノでは、

準備が進んでいるそうです。メンドシーノの

ボランティアグループからの情報によると、

訪問団は６月２０日に来日、６月３０日から

７月５日まで美麻に滞在の予定です。

今年もたくさんの友人

が美麻を訪れます。多く

の皆さんから交流事業に

参加いただき、友情の輪

が広がることを希望しま

す。

ボランティア・ネットワー

クでは、ホームステイを受

け入れてくれる家庭を募集

しています。今年の訪問団

は28名（生徒は１７名）です。

「やってみたいけど、初めてで不安」とい

う人も、ボランティアがサポートしますので、

安心してください。

（お問い合わせ先）

実行委員会事務局(支所） ℡29-2311

ボランティア代表 前川まで

℡090-4136-499

メンドシーノ２０１７

交流情報
ホストファミリー募集中
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５学年の収穫祭を1月25日（水）に行い

ました。今年度は学校支援ボランティアの

方に指導をしていただき、昔ながらの道具

を使った手作業での米作りを体験しました。

たくさんのもち米が収穫でき、収穫祭では

保護者の方にお手伝いいただきながら、お

はぎと豚汁を作って、お世話になった方々

に振る舞いました。

また、収穫までの活動を写真で紹介した

り、お米たちを主人公とした劇を発表した

りして、自分たちの米作りの様子を伝える

ことができました。米作りから様々なこと

を学んだ５年生です。

大方愛奈「米作りで学んだことは、

交流です。いろんな人たちに会って

米作りのことを教えてもらいました。交流

がなければできなかったと思います。」

仲原衣映「今年田んぼの学習をしたことで、

普段食べる米はこんなに苦労して作ってい

るのかと思いました。これからは一つ一つ

の物づくりの苦労を分かっていきたいです。」

田嶋晃大「ぼくは、田んぼの学習で、昔の人

の苦労と、稲ができるまでの道のりを知り

ました。代かきでは今までに味わったこと

のない、どろの感覚と大変さがわかりました。」

１月２７日(金)午前中に白馬村

スノーハープで５～８年生のクロ

スカントリースキー教室が行われました。

3.5㎞のコースを個人タイムを計測しなが

ら周回しました。年末の雪不足で学校での

練習も少ない中、１秒でもタイムを縮めよ

うと頑張りました。

また、スノーハープの方が今回の教室の

ために、早朝から２回もコース整備をして

下さり、安全に気持ちよく滑りきることが

できました。

収穫祭 米作りで学んだこと

・今回、平らな所は全て
スケーティングで滑り切

れたし、坂も滑れるとこ

ろは、スケーティングで

滑れた。タイムは、わからないけど、体感的

に早く滑れたような気がした。結局、最後の

方３組目の人に抜かされてしまったけど、な

かなかしっかりと滑れたのでよかったと思う。

(８年：髙平みさと)

・思ったより３㎞は、短いと思った。絶対長

いかと思っていて、２時間くらいかかると思っ

たけど３０分～１時間ぐらいでついて良かっ

たです。(５年：倉品誠夏)

・少し疲れてしまったけど諦めないという目

標通りにできたので良かった。最後ラストス

パートできて嬉しかったけど５年に負けて悔

しい。(６年：小峰輝士)

指導いただいた地域の皆さんと記念撮影



『１／２成人式』
（４年生：ホップ期）

４年生が１０歳をお祝いする１／２成

人式を３月３日（金）に、開催しました。

保護者の皆さんと校長先生、副校長先

生、ホップ期の先生方、お世話になって

いる先生方に見守られながら、自分の成

長やこれからの夢、家族への感謝の言葉

を発表しました。また、家族からお子さ

んにあてたお手紙を読んでもらいました。

「十歳のありがとう」の歌や「ドッカン

マーチ・ヤングマンのダンス披露、お茶

での乾杯。２０歳の成人式にあける「タ

イムカプセル」に １０年後の自分にあ

てた手紙も入れました。涙あり笑いあり

の一時間となりました。

＜児童感想＞

阿久津幸太「あと十年お父さんお母さんよ

ろしくお願いしますという気持ちを伝えら

れて、よかったです」

江津和稀「大人に近くなってきたんだなと

思いました。タイムカプセルを預かること

になりました。しっかりとっておきます」

平井千秋「おかあさんに伝える時、はずか

しかったです」

森田真斗「歌を歌う時にちょっとドキドキ

しました」

立志式（７年生：ステップ期）

ステップ期の最高学年として自分を見

つめ直し、ジャンプ期に向かって将来の

決意や目標などを明らかに「志」を立て、

それを自他に宣言することで、大人にな

る自覚を深める会として、３月３日、立

志式を行いました。

「伝える」より「伝わる」ことを意識し、

新しい形の立志式を全員で創りあげるこ

とをテーマに、準備してきました。本番

では、一人一人が気持ちを込めた「座右

の銘の発表」や、５～８年生と歌い上げ

た「学生歌」、先輩や恩師から「激励の

言葉」と感動的な式となりました。

『7年魂、7年生の底力を見せてやるん

だ！心を込め、自分の思いを声にのせて

叫んだ。学生歌もすっごく良かった。５･

６･８年生のみなさん。ありがとう！でも

一番大切なのはこの後。一歩一歩頑張っ

て行きます。』

小中学校で節目の行事

６年生修了式
6年生の小学校課程修了証書の授

与式が3月15日に行われました。

成長の姿を(3月9日)という歌に

込めて紹介しました。
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感動の卒業証書授与式！
１３名が巣立ちました！

卒業式が３月１６日(木)に行われまし

た。「卒業証書授与」では、９年生が夏

に紙すきで制作した和紙を使った卒業証

書が校長先生から手渡されました。

その後の「別れの言葉」では、在校生

から９年生との思い出の言葉が贈られ、

９年生からは、今まで支えてくれた人た

ちへの感謝の言葉と最後の合唱が返され

ました。その合唱がとにかく素晴らしく、

会場が感動で溢れました。卒業生１３名

の皆さんのこれからの活躍を在校生、職

員一同応援しています。

転任にあたって

美麻小中学校の卒業式が、去る３月

１６日に無事終了しました。１３名の卒

業生は、９年間の学びを終え、晴れ晴れ

とした表情で学舎を巣立っていきました。

参列した誰もが口を揃えて「すばらしい

式だった」と言う本当にさわやかな心が

洗われる卒業式でした。それは、卒業生

の表情、振るまい、歌声など生徒達の全

身から醸し出された「さわやかさ」に由

来したことは間違いありません。卒業し

た９年生は、自分たちで考えて決めるこ

とができる生徒達でした。学校生活の中

で、「教師の上を行く」そんな場面がい

くつもありました。まさに最高学年のお

手本のような、学校の顔でした。

このようなすばらしい生徒が育つ美麻

小中学校は、来年度、義務教育学校（法

律に基づく小中一貫学校）に生まれ変わ

ります。名実共に小中一貫教育が推進さ

れる県内２番目の義務教育学校です。４

１年目を迎える歴史と伝統に新たな１頁

が刻まれることは、大変意義深いことか

と思います。これからも地域の宝である

美麻小中学校をご支援いただきますよう

心よりお願い申し上げます。

さて私ですが、このたびの年度末人事

異動により、大町北小学校へ転任するこ

ととなりました。地域の皆様には、学校

のみならず個人的にも大変お世話になり、

心より感謝申し上げます。私にとっては、

３年間という短い間でしたが、小中一貫

教育やコミュニティ・スクール、小規模

特認校制度等の推進など、中身の濃い充

実した時間を過ごすことができました。

特に、コミュニティ・スクール推進は、

まさに美麻の地域力なくして成り立たな

いことでしたので、ただただ感謝するば

かりです。本年度はその成果を認められ

て、地域と共にある学校として文部科学

大臣賞をいただく栄誉も得ました。

本当にありがとうございました。

感謝と去りがたき思いも紙面では十分

に意を尽くせませんが、今後の美麻小中

学校の益々のご発展を祈念し、大変お世

話になったことに心より感謝申し上げ、

転任の挨拶とさせていただきます。

美麻小中学校長 塩島 学



この春から美麻小中学校は、義務教育

学校に変更されます。この変更を転機と

して、美麻小中学校で学んだことを誇り

と思ってほしいという願いから、制服を

一新することになりました。男女ともに

グレーのブレザーにネクタイ（男子）、

リボン（女子）となります。新しい制服

は写真の通りです。

学校の制服が変わります

９年生を送る会
１年間学校のために頑張ってくれた９年生

に、感謝の気持ちを伝える『９年生を送る会』

を３月１３日（月）に開催しました。９年生

の皆さんも楽しんでいる様子で、全校が一体

となったいい会になりました。

＜生徒感想＞

９年生を送る会がありました。私も去年、

催した側としてどんなものになるか、とても

ドキドキしていました。去年と違うのは７・

８年生全員が「主役は９年生」と思っている

所でした。去年の事を十分に生かしたんだな、

と思いました。そして１～４年生の発表は・・

まぁかわいい、かわいい。こんな身近でダン

スをしてくれることも無いし、がっつり目を

合わせて踊ってくれました。５・６年生は

１人１人のエピソードをふまえ応援してくれ

ました。自分達で考えてやったんだーって、

思うと、とてもうれしくなりました。

転出された先生を代表して、梨子田先生より

寄稿いただきました。先生方には地域づくり会

議の活動に、理解と協力をいただきました。

この場を借りて感謝申し上げます。

美麻に感謝

「前川さん、千見城趾に行きたいのですが、

誰か案内をしてくれる人はいませんか。」

「前川さん、野焼きをしたいのですが・・・。」

と、コーディネータの前川さんに相談すると、

すぐにあちこちに連絡を取って下さり、実現

へとつながりました。

地域教材を使って学習したいと思っても、

情報足らずで計画だけで終わってしまうこと

も多い中、美麻では、自分がこんなことをし

たいなと思うことが、本当に実現することが

夢のようでした。また、放課後の前川さんと

の何気ない会話も私の楽しみの一つで、前川

さんから、他の地域の様子をお聞し、こんな

こともやってみたいというエネルギーもわい

てきました。

本年度、５年生の社会科「いろんな地域の

くらし」を学ぶ時に、「定住促進アドバイザー

になろう」という学習課題を立て、学習しま

した。アドバイザーの前川さんが、実際に行っ

ている美麻のプレゼンを子どもたちに向けて

やっていただきました。さらに、そのプレゼ

ン等がきっかけとなり、こちらに定住してい

る方々のお話もお聞きすることができました。

子どもたちには、美麻の現状と良さを知る機

会ともなりました。

以上のことは、ほんの一例で、この他、ど

れだけ地域の方にお世話になったかわかりま

せん。私だけでなく、どの学年でも当たり前

のように地域の方とつながっての学習が繰り

広げられていることが、驚きでした。

美麻に来なかったら経験できなかったこと

も沢山あり、地域の方々に支えていただいた

この６年間は、私にとってかけがえのないも

のとなりました。皆さんに感謝しつつ、また、

過去のものにならないよう引き続きお付き合

いしていただいたらと思います。本当にあり

がとうございました。

梨子田 稔子
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民生委員・児童委員が改選しました

自治会役員が改選しました

平成29年

1月からの自

治会役員が

改選となり

ましたので

お知らせし

ます。

民生委員さん、児童委員さんが改選となりましたのでお知らせします。

任期は、平成２８年１２月１日から平成３１年１１月３０日までの３年間です。

民生委員さん、児童委員さんは、地域の身近な相談相手です。

平成２９年度事業を計画するにあたり、会員の皆様から事業を募集し、

活動に反映したいと考えております。ご提出いただいた事業内容を

役員会で検討し、事業計画として総会に提出いたします。

新年度事業
提案募集中

募集する事業
１ 会員が主催し、地域づくり会議に支援してもらいたい事業

２ 地域づくり会議全体で行う事業

提案方法
提案したい事業の内容を会員宛に送付している提案用紙に記

入いただき事務局へ提出（ファックス、郵送、持参、電子メー

ル）してください。

電子メールの場合は、必要事項（会員名、提案する事業の種

類、事業の内容）を記入いただければ、用紙は必要ありません。

募集期限 平成２９年４月３日（月）

お詫び
２０１６年コミュニ

ティ・カレンダーの２

月に印刷ミスがあり、

２８日以降の日が印刷

されていました。

大変申し訳ありませ

んでした。

ご迷惑をおかけした

皆様にお詫び申し上げ

ます。


